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１．国立医薬品食品衛生研究所においてトリブチルスズ化合物及びトリフェニルスズ化合物ついて分析法の設定を行っ
た。また、家庭用品規制基準設定のための試験については一般競争入札により(株)ＤＩＭＳ医科学研究所が実施。
２．健康被害情報病院モニター報告に関するパンフレットを(株)太陽美術において７６００部印刷した。また、健康被害防
止調査として繊維製品中のアゾ染料に由来する芳香族アミン類２６物質について国立医薬品食品衛生研究所において
試験実施。
３．室内空気環境汚染化学物質対策として、大形ドラフトチャンバー法による放散試験を行うこととし、一般競争入札に
より(株)住化分析センターが実施。

見直しの
余地

予算の執行にあたっては施設等機関への支出委任が大半を占めているが、実績を踏まえ、平成２２年度は予算額を見
直した。
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　一部改善（執行状況を予算要求に反映）

　ここ数年、不用が生じており、予算と執行の乖離の要因を精査し、予算の縮減を図るべきである。

総事業費(執行ベース) 67 49 43

執行率 88% 65% 77%

執行額 67 49 43

23年度要求

予算額(補正後） 76 75 56 49 47

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

１．家庭用品規制法の施行に伴う指導監督等のため地方自治体を対象とした地区別打合会議等の開催経費
２．家庭用品規制基準設定のための試験検査費及び検討費
３．家庭用品安全対策推進指導、健康被害情報の調査及び安全確保マニュアル作成費
４．家庭用品、建材等から発散する化学物質による室内空気汚染対策

実施状況

１．国立医薬品食品衛生研究所において規制基準設定のための試験検査実施
２．安全対策推進指導としてモニター病院から情報を収集するとともに、得られた情報を専門家による検討を行い、報
告に関するパンフレットを7，600部作成し、地方自治体、関係団体等へ配布
３．国立医薬品食品衛生研究所において室内空気環境汚染化学物質調査を実施

予算の状況
（単位:百万円）

19年度 20年度 21年度 22年度

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

－
関係する計
画、通知等

－

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

化学物質の各種毒性試験検査の結果により、有害性が評価されたものから逐次、家庭用品の規制基準を設定し、そ
の監視指導などを強化することによって国民の健康の確保を図ることを目的としている

担当部局庁 医薬食品局 担当課室
審査管理課化学物質安全対策

室
室長　長谷部　和久

会計区分 一般会計 上位政策 －

事業番号 351

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　( 厚生労働省)

予算事業名 家庭用品規制法施行事務費
事業開始
年度

昭和４７年度～ 作成責任者



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する)
(単位:百万円)

Ａ．厚生労働省

４３百万円

Ｃ．国立医薬品食品衛生研究所

４２百万円

Ｆ．(株)ＤＩＭＳ医科学研究所

３百万円

ハーシュバーガー試験実施

Ｇ．(株)住化分析センター

９百万円

放散試験実施

【一般競争入札】 【一般競争入札】

Ｂ．(株)太陽美術

０．７百万円

パンフレット「家庭用品等による健個被害

―病院モニター報告から―」



計 0 計 0

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 40 計 0

消耗品費 マウス（ＳＰＦ動物）近交系　他 2

賃金 研究補助 3

請負試験
(株)ＤＩＭＳ医科学研究所
ハーシュバーガー試験

3

役務費 人材派遣 5

光熱水料費 電気、ガス上下水道、重油 7

請負試験
(株)住化分析センター
放散試験

9

備品費 二次元耐久性試験機一式　他 11

Ｃ．国立医薬品食品衛生研究所

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

計 43 計 0

検討会経費 委員等旅費、諸謝金 3

費　目 使　途
金　額
(百万円）

支出委任
国立医薬品食品衛生研究所
室内空気環境汚染化学物質対策

40

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者に
ついて記載す
る。使途と費目
の双方で実情
が分かるように

記載）

A.厚生労働省

費　目 使　途
金　額
(百万円）


